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1．  研究の概観  
 







































ヘン（Fred A.J. Korthagen, 2010）は、教師としての成長過程における省察の在り方につい
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①開講時期：2019 年度前期 5 月 7 日（火）～7 月 9 日（火）までの火曜日にインターンシッ








第１回 オリエンテーション（活動の心得） / 事前訪問について（合同授業）  
第２～３回 事前訪問の報告（訪問先との契約事項確認） / 日誌の書き方  
第４～９回 ふり返りと個別面談  / グループ討議と発表  
第 10～11 回 先輩の実習経験から学ぶ（保育実習の報告を聞いて深める）  
第 12 回 インターンシップ実習のふり返り / 第 13 回 クラス別報告会  
































3-1 対象者の選定  
・調査対象：幼児保育コース 2 年次生「インターンシップＡ」受講者 10 名（幼稚園配属 3 名、
保育所配属 7 名）  
・調査方法  
今回、10 名のインターンシップ受講生の記録や指導に基づき、インターンシップ実習に臨
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筆者がインターンシップの振り返り指導を担当した 10 名の調査対象のうち、保育職への志



















ーンシップ実習で力がついたこと」、「実習報告発表」の 3 点を取りあげる。  
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表１ インターンシップ活動日誌（学生Ａ）        ※括弧内は、筆者が 7 つの視点で分類したものである。  











学 生 の 記 述 ・
分析視点  
（２日目）  
今日は 3 歳児のクラス入らせてもらってトイレのことなどを教えてもらって、3 歳なのに自分でトイレできたり、お





学 生 の 記 述 ・
分析視点  
（３日目）  
1 歳児は、言葉に主語がなくて、なにを伝えたいかが分からなくて大変やった。 子どもの行動・発達理解 休憩中
に先生らが言っていたのを聞いて、きちんと言葉かけをしてあげないと思った（子どもらにはもっと言葉かけをす
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学 生 の 記 述 ・
分析視点  
（10 日目）  
小麦粉粘土で子ども 3 人と遊んでいたけど、見てって言った時の、注目を浴びせるのがむずかしかった。見て見
てって言ってもさわるのがいやだったのか、あまりしてくれなかった。この 10 日間で保育のむずかしさを知れた。
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表３ インターンシップ活動日誌（学生Ｂ）    ※括弧内は、筆者が 7 つの視点で分類したものである。  
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（５日目）  は体全体を使っているなと思いました。先週まで何て言っているか分からなかった子が、今日ははっきりおもち






















































行なっていたことは、とても大切な保育の視点だと感じました。 後のインターンシップもがんばってください。  
学 生 の 記 述 ・
分析視点  
（10 日目）  
前回折り紙をのりで貼る遊びの時は、のりの感触が嫌であまりしていなかった子も今日は、手が汚れないよう棒
の先にタオルを巻いたもので描いたので、積極的にやっていた。インターンシップに行って、現場でしか学べ






てきていますね。10 日間のインターンシップ、お疲れさまでした。  
【実習後】  
実習後の振り返り内容は、表４の通りである。  
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3 歳児近い月齢の子どもたちは、子ども同士での遊びも見られ始める時期である。  
インターンシップ活動日誌の内容については表５の通りである。  
表５ インターンシップ活動日誌（学生Ｃ）    ※括弧内は、筆者が 7 つの視点で分類したものである。  
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いのか分からず、動くことができなかった。予行練習で 2 歳児だけでなく、0 歳や 5 歳児なども関わる機会が

























































ンケン」の理解は難しい年齢です。せめて 3 歳にならないと・・・。4 歳児クラスでもまだ分かりにくい子が数名
居る状況があります。せなけいこ作『じゃんけんぽん』の絵本を読んで教えている先生もいましたよ。  
学 生 の 記 述 ・
分析視点  
（10 日目）  
体調不良や小さいケガでプールに入れない子が泣いていたり、うらやましそうに指をくわえてみている姿を見
て、何と声をかけてあげたら良いのか分からなかった。ハサミでは、できない子（危ない子）につきっきりになっ
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5-2  実習生に関する保育者志向の段階  
3 事例の意識変容から、保育者志向の段階として、以下の６つの段階が抽出された（表 7）。 
調査対象 10 名のうち、観察記録で終始した 4 名を分析すると、保育者の行動記録はあるも






表７ 実習に関する保育者志向の段階  
段階  到達点  
６  自らの保育者観を培う  
５  子どもの発達特徴に合わせて、実習生自身の働きかけを工夫する  
４  実習生自らが（意図を持って）子どもたちに働きかけ、子どもの反応を捉える  
３  保育者の働きかけを観察し、保育者の意図を捉える  
２  子どもの年齢発達の特徴を把握する  
１  自身の保育者の適性に気づく  
山本弥栄子／保育者養成課程におけるインターンシップ実習の意識変容に関する研究 
pp. 217-232 




















いう２つの具体的な保育者像（柏 , 2006）を築きあげていくのも、保育者養成に必要であろう。  
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Change in consciousness of a student apprentice in internship training 
in a nursery teacher training course:  




The purposes of this paper are to find out the conscious change of a student aiming to work in 
childcare during an internship training program in preschool education. As a result of analyzing 
three cases practiced at a nursery school, Six childcare-oriented stages were extracted. It was 
suggested that intentional consciousness leads to Oriented consciousness after stage 3, which is 
the viewpoint of “capturing the intention of a childcare worker”  In addition, Common attitude 
in three cases was that try to capture the feelings of children through events that can occur on 
daycare, looking from a child's perspective rather than from an adult perspective. This posture is 
an important factor for students who hope to work in childcare as a foundation of internship 
training.  
 
